
 

― ９月号  ― 

 生徒が善いことをしたら褒めて、悪いことをしたら叱る。至極当たり前のことなのですが、これが大切なのです。

特に叱る時が大事で、その生徒の為に叱る、叱った結果良い方向へと変わらなかったり、私の言っていること

に納得できなかったりしたのでは、叱る意味がありません。その為には心のそこから魂を振り絞って言葉を発せ

なければならないのです。これってエネルギーがいるのですよ。そうやって接してきた彼らが塾を巣立っていってど

う世の中で活躍しているのか、あるいは明正で学んだことをどう感じているのかは、気になるところであります。 

 毎年卒塾生が、お正月や成人式、夏休みなどに、よく明正に顔を出してくれます。就職が決まったり、結

婚することになったりするとその報告に来てくれたり、何かいいことがあったら明正に来て、一緒に喜びたいので

しょうね。また、悩み事がある時、相談に来る生徒も多いのです。卒塾しても私のことを信頼してくれているか

らでしょうか、これもまた、嬉しいことと思っています。 

 今年の夏も２０名を越える卒塾生が明正を訪れてくれました。彼らが言ってくれた明正の良いところが嬉しく

て、特訓中で疲れている私を元気付けてくれました。生徒いわく、「小、中学生の思い出は明正でのことしか

思い浮かばない。明正楽しかった」「先生によく叱られたけれど、一度も理不尽と感じたことがなかったし、自

分の為に叱ってくれていると感じていた」「結婚して子どもができたら、子どもも明正で勉強させたい」「結婚す

るなら相手は明正生がいいな」…いよいよ結婚相談所を開かなければならないかと思いました。とにかく、世

知辛い世の中で、互いに信頼関係があるという幸せ、これは人間として最高の幸福感だと思いました。 

 

追伸：今、特訓も終盤に差し掛かっているところですが、

１・２年の時は落ち着きがなくよく私に叱られていた生

徒が一日も休むことなく、しかも一番前の席を陣取って

勉強しています。また、いつも「無理、わからん」が口癖

の生徒が、化学式を夜遅くまで勉強して覚えてきてくれ

ました。これも、この夏嬉しかったことのひとつです。 

人は変われるものですね。 

 

 

９月１７日（月・祝） 小・中学生クラスは休み、高校生クラス通常授業 

９月２４日(月・祝) 全クラス通常通り授業を行います 

 

 

 

 

  検定日 １０月 ７日(日)  締切日 ９月７日(金) 

      検定日 １０月１４日(日)  締切日 ９月７日(金) 

      ※数学・算数検定は、本年度最後の受付となります 

             検定日 １０月２８日(日)  締切日 ９月１９日(水) 
 

※締切日を過ぎた申し込みは、一切受け付けできません。 


